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◆山形市発展計画２０３０の推
進に向けて

　１２月補正予算を審査

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

山形市議会 で 検索

▲一緒にソリすべり、冬を楽しむぞー！
　（鈴川公園　沼の辺の森）

◆常任委員会
　４つの委員会を開催しました

１２月定例会
１２月臨時会



補 正 予 算

　
　
　
給
与
所
得
の
増
加
に
伴
い

市
民
税
の
歳
入
予
算
を
増
額
し
て

い
る
が
、
物
価
高
騰
の
た
め
に
可

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

歳
入
（
一
般
会
計
）

�

４１
億
３
６
２
７
万
円

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
や
市

税
な
ど
の
増
加
を
踏
ま
え
て
、

市
の
歳
入
（
収
入
）
を
増
額
し

ま
す
。

委
員

処
分
所
得
が
増
え
て
い
る
と
は
言

え
な
い
中
で
、
補
正
予
算
の
編
成

の
際
に
は
、
歳
入
増
加
分
の
市
民

へ
の
早
期
還
元
や
、
物
価
高
騰
対

策
の
実
施
な
ど
は
検
討
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
賃
上
げ
な
ど
が
行
わ

れ
た
結
果
、
当
初
の
見
込
み
よ
り

も
税
収
が
増
え
た
こ
と
で
歳
入
額

は
増
え
る
も
の
の
、
人
件
費
や
物

件
費
な
ど
の
物
価
高
騰
に
対
応
す

る
た
め
の
諸
経
費
を
歳
出
予
算
へ

計
上
し
て
い
る
。
可
処
分
所
得
が

増
え
て
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
な

る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
国
会
で
議

論
さ
れ
て
い
る
経
済
対
策
な
ど
も

活
用
し
な
が
ら
、
歳
入
の
増
加
分

を
な
る
べ
く
市
民
に
還
元
で
き
る

財
政
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
１０
月
に
県
と
市

が
合
意
書
を
交
わ
し
た
際

に
は
未
定
で
あ
っ
た
サ
ブ

リ
ン
ク
を
設
置
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
く
こ
と
や
、

１
５
０
０
席
と
し
て
い
た

固
定
席
の
席
数
を
、
５
０

０
席
か
ら
１
５
０
０
席
の

範
囲
で
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
す
る
な
ど
、
方
針
に

変
更
が
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
検
討
支
援
の
た
め
の

業
務
委
託
を
７
年
度
中
に

完
了
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
室
長

　
　
　
故
障
な
ど
が
増
加
し
て
い

る
理
由
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
平
成
２４
年
度
か
ら
２７

年
度
に
か
け
て
設
置
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ユ
ニ
ッ
ト
の
使
用
年
数
が
１０
年
を

超
え
た
こ
と
で
、
当
初
の
見
込
み

を
大
幅
に
超
え
る
故
障
が
発
生
し

て
い
る
。
ま
た
、
冬
場
に
故
障
が

増
え
る
傾
向
も
あ
る
た
め
、
予
算

を
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

公
衆
街
路
灯
助
成
事
業

�

３
０
３
０
万
円

　
町
内
会
な
ど
が
設
置
し
て
い

る
公
衆
街
路
灯
の
故
障
の
増
加

な
ど
に
伴
い
、
補
助
金
を
増
額

し
ま
す
。

委
員

広
報
課
長

よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
内

経
済
が
循
環
す
る
環
境
の
整
備
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
県
が
整
備
を
担
当
す
る
多

機
能
性
を
有
す
る
屋
内
ス
ケ
ー
ト

施
設
の
検
討
に
遅
れ
が
生
じ
た
こ

と
に
伴
っ
て
事
業
費
を
繰
り
越
す

と
の
こ
と
だ
が
、
遅
れ
が
生
じ
た

理
由
は
ど
う
か
。

県
・
市
共
同
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
検
討
事
業
の
繰※

越
明
許

費�

２
３
２
１
万
円

　
検
討
に
遅
れ
が
生
じ
た
こ
と

に
伴
い
、
事
業
費
を
令
和
８
年

度
に
繰
り
越
し
ま
す
。

委
員

　
　
　
副
賞
と
な
る
最
先
端
現
場

へ
の
研
修
は
、
ど
の
よ
う
な
場
所

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
副
賞
は
、
ガ※
１
バ

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
活
用
し
て
初
め
て
授
与
す
る

も
の
で
、
研
修
先
は
先
進
地
で
あ

る
台
湾
な
ど
を
想
定
し
て
い
る

が
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
状
況
次
第
で
変
更

と
な
る
場
合
も
あ
る
。

　
　
　
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
へ

高
校
生
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成

支
援
事
業�

４
０
０
万
円

　
や
ま
が
た
Ａ
Ｉ
部
が
実
施
す

る
「
Ａ
Ｉ
甲
子
園
ｉ
ｎ
や
ま
が

た
」
の
成
績
優
秀
校
へ
贈
呈
す

る
副
賞
の
経
費
へ
補
助
を
行
い

ま
す
。

委
員

情
報
企
画
課
長

標
準
化
対
応
・
ガ※
２
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
移
行
事
業
（
新
基
幹
シ

ス
テ
ム
）�

４
９
７
８
万
円

　
新
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

対
応
に
伴
う
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
へ
の
移
行
の
た
め
に
既
存

の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を

中
止
す
る
こ
と
か
ら
、
残
期
間

分
の
委
託
料
を
支
払
い
ま
す
。

委
員

１２月の主な補正予算
一般会計 ４１億３，６２７万円

●ふるさと納税推進事業　�  １２億５，０００万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

●障がい福祉サービス給付費　�  ３億３，１１８万円

●道路除排雪委託料　�  ２億９，０００万円

●障がい児通所給付費　�  ２億３，３４８万円

●放課後児童クラブ運営事業委託料　�  ７，４９４万円

●高齢者帯状疱疹予防接種事業　�  ６，７０６万円

●標準化対応・ガバメントクラウド移行事業
　（新基幹システム）　�  ４，９７８万円

●山寺地区景観形成（無電柱化）事業　�  ４，５７０万円

▲令和１２年度を目途に撤去予定の県体育館・武道館

41億3,627万円 を可決

推進を図る事業や、推進を図る事業や、
事業などの補正予算を審査事業などの補正予算を審査

※　繰越明許費…‌�なんらかの理由で当該年度内に支出が終わらない見込みがあるため、議会の議決を経て、翌年度へ繰り越して使用できるように
する予算。
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副
賞
と
な
る
最
先
端
現
場

へ
の
研
修
は
、
ど
の
よ
う
な
場
所

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
副
賞
は
、
ガ※
１
バ

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
活
用
し
て
初
め
て
授
与
す
る

も
の
で
、
研
修
先
は
先
進
地
で
あ

る
台
湾
な
ど
を
想
定
し
て
い
る

が
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
状
況
次
第
で
変
更

と
な
る
場
合
も
あ
る
。

　
　
　
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
へ

高
校
生
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成

支
援
事
業�

４
０
０
万
円

　
や
ま
が
た
Ａ
Ｉ
部
が
実
施
す

る
「
Ａ
Ｉ
甲
子
園
ｉ
ｎ
や
ま
が

た
」
の
成
績
優
秀
校
へ
贈
呈
す

る
副
賞
の
経
費
へ
補
助
を
行
い

ま
す
。

委
員

情
報
企
画
課
長

標
準
化
対
応
・
ガ※
２
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
移
行
事
業
（
新
基
幹
シ

ス
テ
ム
）�

４
９
７
８
万
円

　
新
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

対
応
に
伴
う
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
へ
の
移
行
の
た
め
に
既
存

の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を

中
止
す
る
こ
と
か
ら
、
残
期
間

分
の
委
託
料
を
支
払
い
ま
す
。

委
員

の
移
行
も
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
今
回
の
補
正
が
必
要
と

な
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
国
が
進
め
る
基

幹
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
伴
い
、

本
市
で
は
令
和
８
年
１
月
か
ら
標

準
準
拠
版
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る

が
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
は
国
が
定
め

た
仕
様
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
た

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
上
で
稼
働

す
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
使
用
し

て
い
る
シ
ス
テ
ム
は
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
上
で
稼
働
し
て
い
る
が
、
８

年
１
月
か
ら
は
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
上
で
稼
働
す
る
こ
と
に
な
り
、

既
存
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
利
用

は
中
止
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、

国
か
ら
の
財
政
支
援
も
見
込
み
、

契
約
期
間
の
残
部
分
の
費
用
を
一

括
し
て
支
払
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
年
齢
別
の
接
種
割
合
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
な
年
齢
別
の
接
種
割
合
と
し
て
、‌

情
報
企
画
課
長

高
齢
者
帯
状
疱
疹
予
防
接
種

事
業�

６
７
０
６
万
円

　
令
和
７
年
度
か
ら
定
期
接
種

と
な
っ
た
高
齢
者
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
者
数
が
当
初
の

想
定
を
上
回
る
見
込
み
で
あ
る

た
め
、委
託
料
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

精
神
保
健
・
感
染
症
対
策
室
長

７５
歳
が
２７
・
５
％
と
最
も
高
く

な
っ
て
お
り
、
続
い
て
、
７０
歳
が

２２
・
５
％
、
６５
歳
が
１７
・
３
％
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
当
初
の
見
込
み
を
上
回
る

接
種
率
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
者
１
万
６
３
６
６
人
に
対
し

て
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
９
月
ま

で
の
延
べ
接
種
者
数
は
４
３
６
０

人
と
な
っ
て
い
る
。
７
年
度
か
ら

の
新
規
事
業
で
あ
る
た
め
、
広
報

や
ま
が
た
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
加
え
て
個
別
通
知
を
行
い
、
周

知
や
啓
発
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
製
薬
会
社
な
ど
が
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
周
知
を
行
っ
た

こ
と
か
ら
、
市
民
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
へ
の
理
解
が
促
進
さ
れ
、
接
種

委
員

精
神
保
健
・
感
染
症
対
策
室
長

率
が
増
加
し
て
発
病
予
防
や
重
症

化
予
防
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
、

評
価
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ

の
増
額
分
の
支
払
い
時
期
は
い
つ

頃
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
委
託
要
領
の

改
正
や
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

の
変
更
契
約
を
行
っ
た
上
で
、
令

和
８
年
１
月
中
に
支
払
う
予
定
で

あ
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営

事
業
委
託
料

�

７
４
９
４
万
円

　
国
基
準
額
の
増
額
改
定
な
ど

に
伴
い
、
委
託
料
を
増
額
し
ま

す
。

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

12月補正予算 一般会計総額

山形市発展計画山形市発展計画２０３０２０３０のの
国・県の補助内示に基づく国・県の補助内示に基づく

▲５０歳以上で発症率が上がるため、ワクチン接種で予防を
※１　ガバメントクラウドファンディング…ふるさと納税の仕組みを活用し、地方自治体が特定の目的を達成するために寄附を募ること。
※２　ガバメントクラウド…国や地方自治体が利用する政府共通のクラウドサービス。（インターネット経由でデータやサービスを利用できる仕組み。）
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事
業
の
進
展
へ
の
影
響
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
補

助
金
の
内
示
額
が
当
初
の
見
込
み

よ
り
も
少
な
か
っ
た
た
め
、
当
初

予
算
で
大
型
物
件
の
補
償
な
ど
に

充
て
る
予
定
で
あ
っ
た
費
用
を
減

額
す
る
も
の
で
あ
る
。
減
額
部
分

は
補
正
予
算
な
ど
で
対
応
す
る
よ

う
に
国
へ
要
望
し
て
お
り
、
遅
く

と
も
令
和
８
年
度
早
期
に
は
物
件

粋
七
エ
リ
ア
整
備
事
業

�

△
２
億
５
１
７
万
円

　
国
の
補
助
金
の
内
示
を
踏
ま

え
て
、
補
償
費
な
ど
の
事
業
費

を
減
額
し
ま
す
。

委
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

　
　
　
補
助
金
の
支
給
ま
で
の
流

れ
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
農
業
者
へ
要
望
調
査

を
行
い
、
７
年
１１
月
１３
日
に
要
望

額
を
確
定
し
て
い
る
。
要
望
が

あ
っ
た
農
業
者
に
は
事
前
に
申
請

に
必
要
な
書
類
な
ど
の
提
出
を
依

頼
し
て
お
り
、
令
和
７
年
度
末
ま

で
に
補
助
金
を
支
給
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
地
域
集
積
協
力
金
の
算
出

方
法
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
農
地
中
間
管
理
機
構

の
活
用
率
が
８０
％
を
超
え
る
場
合
、

農
作
物
等
高
温
渇
水
対
策
緊
急

支
援
事
業�

１
７
５
０
万
円

　
令
和
７
年
６
月
か
ら
の
猛
暑

に
伴
う
農
作
物
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
た
め
に
農
業
者

な
ど
が
導
入
し
た
設
備
や
資
材

費
な
ど
へ
、補
助
を
行
い
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

地
域
農
業
持
続
化
推
進
事
業

�

３
６
８
５
万
円

　
農※

地
中
間
管
理
機
構
を
活
用

し
た
、担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・

集
約
化
を
推
進
す
る
地
域
へ
、

協
力
金
や
奨
励
金
を
交
付
し
ま

す
。

委
員

農
政
課
長

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
年
間
パ
ス
ポ
ー

ト
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
入
場
者

数
は
、
令
和
７
年
１０
月
末
時
点
で

令
和
６
年
度
と
比
較
し
て
３
０
０

人
程
度
増
加
し
て
い
る
。
人
気
の

高
い
講
座
の
傾
向
な
ど
か
ら
、
昆

虫
や
小
動
物
に
関
心
の
あ
る
子
ど

も
や
家
族
、
健
康
志
向
で
訪
れ
る

中
高
年
層
な
ど
を
対
象
と
し
た
事

業
や
広
報
を
展
開
し
て
い
く
。
ま

た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
も
踏

ま
え
た
翻
訳
機
の
導
入
や
、
新
た

な
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
で
、
入

園
者
数
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
く
。

公
園
緑
地
課
長

あ
る
。

　
　
　
県
内
の
他
自
治
体
で
、
返

礼
品
に
県
外
産
の
米
を
発
送
し
て

い
た
事
例
が
あ
っ
た
が
、
本
市
の

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
間
事
業

者
や
返
礼
品
の
発
送
事
業
者
は
地

元
の
事
業
者
に
依
頼
し
て
お
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

�

１２
億
５
０
０
０
万
円

　
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
禁
止
に
伴

う
駆
け
込
み
需
要
で
寄
附
の
申

し
込
み
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
返
礼
品
な
ど
の

経
費
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
長

　
　
　
老
朽
化
へ
の
対
応
な
ど
の

基
本
方
針
を
定
め
た
山
形
市
小
中

学
校
等
施
設
整
備
方
針
に
基
づ
く

改
修
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
特
別
支
援
教
室

の
必
要
数
の
確
保
が
主
な
目
的
で

あ
り
、
山
形
市
小
中
学
校
等
施
設

整
備
方
針
と
は
別
枠
で
の
整
備
で

小
中
学
校
教
室
改
造
整
備
事
業

�

３
６
５
１
万
円

　
令
和
８
年
度
の
入
学
見
込
み

児
童
・
生
徒
数
の
状
況
を
踏
ま

え
て
、
普
通
教
室
や
特
別
支
援

教
室
の
間
仕
切
り
設
置
工
事
、

空
調
設
備
配
管
・
電
源
等
工
事

な
ど
を
行
い
ま
す
。

委
員

教
育
企
画
課
長

他
自
治
体
の
よ
う
な
事
案

は
起
こ
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
が
、
報
道
を
受
け
て

事
業
者
に
新
た
に
注
意
喚

起
も
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
寄
せ
ら
れ
た
寄
附

金
は
市
内
で
循
環
で
き
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

市
へ
の
歳
入
が
５
割
、
返

礼
品
な
ど
の
経
費
が
３
割
、

そ
の
他
が
２
割
で
あ
り
、

市
内
の
事
業
者
な
ど
で
循

環
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。

委
員

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
長

１０
ア
ー
ル
当
た
り
２
万
８
０
０
０

円
の
交
付
単
価
と
な
り
、
単
価
に

面
積
を
掛
け
る
こ
と
で
協
力
金
を

算
出
し
て
い
る
。

　
　
　
野
草
園
の
魅
力
向
上
と
入

園
者
数
の
増
加
に
向
け
て
、
ど
の

野
草
園
指
定
管
理
料
の
債
務

負
担
行
為

限
度
額
５
億
３
６
２
０
万
円

　
野
草
園
の
指
定
管
理
料
の
限

度
額
を
設
定
し
ま
す
。

委
員

▲間仕切りを設置した小学校教室

※　農地中間管理機構…‌�都道府県や市町村、農業団体などが出資して組織された法人で、農地の所有者から農地を借り受けて担い手などへ貸し付
けを行うことで、農地の集積・集約化を図っている。

１２月臨時会
　１２月臨時会を令和７年１２月２４日に開催しました。
　物価高の影響を受ける子育て世帯への速やかな支援な
どのため、令和７年度一般会計補正予算が上程され、総務
分科会と厚生分科会に分割付託の上、審査を行いました。
　詳細な審査の後、本会議を再開し、予算委員長の報告
を受けて採決した結果、全員異議なく可決しました。

●物価高対応子育て応援手当支給事業
　�  ６億６，３７５万円
●福祉暖房費給付事業
　�  ７，４７３万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

１２月の補正予算 一般会計 ７億３，８４８万円
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補
償
な
ど
の
契
約
を
行
え
る
よ
う

に
、
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
ど
の
よ
う
な
調
査
を
実
施

す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
一
般
高
齢
者
の
日

（
介
護
保
険
事
業
会
計
）

高
齢
者
生
活
状
況
等
調
査

分
析
事
業
の
債
務
負
担
行
為

�

限
度
額
２
１
１
２
万
円

　
第
１０
期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
令
和
９
年
度
か
ら
１１
年
度
）

の
策
定
に
向
け
た
調
査
業
務
を

委
託
す
る
た
め
、
債
務
負
担
行

為
を
設
定
し
ま
す
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

　
　
　
事
業
の
進
展
へ
の
影
響
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
補

助
金
の
内
示
額
が
当
初
の
見
込
み

よ
り
も
少
な
か
っ
た
た
め
、
当
初

予
算
で
大
型
物
件
の
補
償
な
ど
に

充
て
る
予
定
で
あ
っ
た
費
用
を
減

額
す
る
も
の
で
あ
る
。
減
額
部
分

は
補
正
予
算
な
ど
で
対
応
す
る
よ

う
に
国
へ
要
望
し
て
お
り
、
遅
く

と
も
令
和
８
年
度
早
期
に
は
物
件

粋
七
エ
リ
ア
整
備
事
業

�

△
２
億
５
１
７
万
円

　
国
の
補
助
金
の
内
示
を
踏
ま

え
て
、
補
償
費
な
ど
の
事
業
費

を
減
額
し
ま
す
。

委
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

常
生
活
な
ど
の
状
況
調
査

や
、
要
介
護
・
要
支
援
認

定
を
受
け
て
い
る
人
の
介

護
の
状
況
や
将
来
の
意
向

調
査
、
ま
た
、
事
業
所
に

対
し
て
人
材
確
保
や
運
営

状
況
の
調
査
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

　
　
　
調
査
分
析
は
ど
の

よ
う
な
事
業
者
に
依
頼
す

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
介
護
事

業
に
対
す
る
知
見
を
有
し

て
い
る
事
業
者
を
入
札
で

選
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

▲高齢者がいきいきと暮らせるまちへ

　
広
報
広
聴
委
員
会
で
は
、
令
和
５
年

度
か
ら
議
会
報
告
会
の
検
討
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
広
聴
機
能
の
充
実
に
向
け

た
取
り
組
み
の
検
討
も
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
先
進
地
視
察
を
行
い
ま
し
た

の
で
、そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広報広聴委員会（１班）

政策提言サイクルの一環として議会報告会を開催

　掛川市議会では、常任委員会が市長へ政策提言を行う
一連の取り組みの中に議会報告会を組み込んでおり、議
会報告会は政策提言のための調査研究の中間報告に対し
て市民の方から意見を聴取する場としています。
　令和７年度は、議会報告会を３会場で開催しており、
若年層や女性に配慮した土曜日午前中の開催や託児サー
ビス導入なども行っています。
　全議員が参加する議会報告会全体会で参加者からの意

見の情報共有を行い、
意見を踏まえて各常任
委員会で研究に取り組
み、政策提言へつなげ
ることで、市民にとっ
て開かれた議会、身近
な議会を目指していま
した。

広報広聴委員会（２班）

市政や議会への関心を深めるため
議員と高校生が座談会を実施

　姫路市議会では、地域の課題や将来のまちづくりをテー
マに、高校生の視点で自由な発想や意見を発表し、共に
考え、学ぶ場として、高校生との座談会を実施しています。
　令和元年度まで本会議方式での高校生議会を実施して
いましたが、議論の深掘りができないなどの課題があり、
４年度から高校生がテーマを選択し、常任委員会単位で
グループワークを行う座談会方式に変更しました。
　座談会では、高校生が意見を出しやすい雰囲気にする

ことで、高校生の学び
や成長の機会を創出す
るとともに、議員が本
会議の質問に高校生の
意見を引用するなど、
双方にとって有意義な
取り組みとなっていま
した。

広
報
広
聴
委
員
会

広
報
広
聴
委
員
会

視
察
報
告

視
察
報
告

委員会名 日程 視察地 視察項目

広報広聴
委員会
（１班）

令和７年
１０月２２日（水）
� ～２４日（金）

三重県鈴鹿市 議会報告会について

静岡県袋井市 市民との意見交換について

静岡県掛川市 議会報告会及びかけがわ・話・輪・
和ミーティングについて

広報広聴
委員会
（２班）

令和７年
１１月１０日（月）
� ～１２日（水）

大阪府八尾市 議会だより編集委員会における取り
組みについて

兵庫県姫路市 高校生と姫路市議会との座談会について

高知県高知市 意見交換会（議会に言うてや）について
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市
外
の
人
の
利
用
料
金
を

新
た
に
設
定
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

利
用
者
の
判
別
は
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。
ま
た
、
市
民
と
市
外
の

人
の
利
用
割
合
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
先
進
事
例
を
参

考
に
、
当
面
の
間
は
、
入
場
す
る

際
に
市
民
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で

き
る
身
分
証
明
書
を
職
員
が
確
認

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
ま

ま
ち
づ
く
り

馬
見
ケ
崎
プ
ー
ル
「
ジ
ャ
バ
」

の
利
用
状
況
や
物
価
高
騰
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
使
用
料
を
改
定

委
員

公
園
緑
地
課
長

ら
６０
人
と
す
る
根
拠
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
近
年
の
入
所
者

数
が
減
少
傾
向
で
あ
る
こ
と
、
居

宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
成
年
後
見

制
度
の
活
用
な
ど
の
権
利
擁
護
支

援
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
周
辺
市

町
で
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所

状
況
な
ど
を
勘
案
し
て
、
現
在
の

入
所
者
数
と
同
等
の
６０
人
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
　
運
営
体
制
は
変
更
さ
れ
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
７
年
１０
月

１
日
現
在
の
入
所
者
数
は
５８
人
で

あ
り
、
条
例
改
正
に
伴
う
施
設
規

模
の
変
更
で
、
生
活
相
談
員
や
支

援
員
な
ど
の
職
員
数
を
１
人
減
員

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

長
寿
支
援
課
長

委
員

長
寿
支
援
課
長

の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
市
外
の

事
業
者
で
も
、
工
事
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
事
業
者
数
が
足
り
ず
、‌

復
旧
に
時
間
を
要
す
る
と
判
断
し

た
場
合
は
、
ほ
か
の
市
町
村
で
指

定
さ
れ
て
い
る
事
業
者
に
要
請
し
、

本
市
の
給
水
装
置
の
工
事
を
行
う

こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
入
所
定
員
を
１
０
０
人
か

業
務
課
長

福

祉

養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
た
ご
荘
の

入
所
定
員
を
変
更

委
員

▲能登半島地震の際には、本市からも応急復旧隊を派遣

た
、
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
夏
期
の

利
用
者
は
市
民
が
約
４
割
、
市
外

の
人
が
約
６
割
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
利
用
者
の
増
加
に
向
け
て
、

愛
称
や
ネ※

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
な
ど

の
導
入
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
時
点
で
は
検

討
し
て
い
な
い
が
、
今
後
、
指
定

管
理
者
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

野
草
園
の
指
定
管
理
者
を
指
定

委
員

公
園
緑
地
課
長環

境
・
衛
生

常任委員会

総 務
産業文教

厚 生
環境建設

４つの委員会を開催しました
（１２月定例会）

▲市民が利用しやすい環境となるように使用料を改定
　
　
　
近
隣
住
民
や
町
内

会
な
ど
に
は
、
ど
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
事
前

説
明
と
し
て
、
令
和
７
年

１１
月
に
蔵
王
上
野
地
区
住

民
を
対
象
と
し
た
工
事
概

要
の
説
明
会
を
開
催
し
た

ほ
か
、
隣
接
地
区
へ
の
対

上
野
最
終
処
分
場
の
埋

立
容
量
の
増
設
を
行
う

第
二
期
整
備
工
事
の
請

負
契
約
を
締
結

委
員

廃
棄
物
指
導
課
長

応
と
し
て
、
上
山
市
中
川

地
区
住
民
を
対
象
と
し
た

説
明
会
を
７
年
１２
月
に
開

催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
災
害
時
な
ど
に
は
、�

本
市
の
水
道
事
業
管
理
者

水

道

災
害
時
な
ど
に
給
水
装

置
の
工
事
を
円
滑
に
実

施
で
き
る
体
制
を
整
備

委
員

※　ネーミングライツ…公共施設などに愛称や名称を付与する権利を与えること。命名権。
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継
続
的
か
つ
適
正
に
実
施
す
る
た

め
、
評
価
項
目
の
変
更
は
基
本
的

に
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
児
童

や
家
庭
を
取
り
巻
く
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
職
員
の
資
質
向
上
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
意
見
箱
の

設
置
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
で

児
童
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

児
童
退
所
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

も
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
適
切
な

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
通
報
義
務
の
対
象
と
な
る

範
囲
は
ど
う
か
。

保
育
所
な
ど
で
の
虐
待
を
発
見

し
た
際
の
通
報
義
務
を
規
定

委
員

　
　
　
指
定
管
理
者
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
評
価
項
目
の
見
直
し
な
ど

は
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
虐

待
や
育
児
放
棄
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
る
中
、
山
形
学
園
は

重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
る

が
、
施
設
の
今
後
の
環
境
整
備
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業

務
の
評
価
・
検
証
を
行
う
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
が
、

こ
ど
も

山
形
学
園
の
指
定
管
理
者
を

指
定

委
員

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長

が
発
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
林

野
火
災
注
意
報
と
、
消
防
法
に
基

づ
き
発
す
る
林
野
火
災
警
報
に
は
、

ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
林
野
火
災
注
意
報

は
、
森
林
で
火
を
使
用
し
な
い
よ

う
に
努
力
義
務
を
課
す
も
の
で
あ

り
、
直
近
３
日
間
の
雨
量
が
１
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
乾
燥
注
意
報

が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
発
す
る
。

林
野
火
災
警
報
は
、
森
林
で
の
火

の
使
用
を
制
限
す
る
も
の
で
、
林

野
火
災
注
意
報
の
発
令
基
準
に
加

え
、
強
風
注
意
報
が
発
表
さ
れ
た

場
合
に
発
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
林
野
火
災
注
意
報
な
ど
の

広
報
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
の
広
報
に
加

え
、
消
防
車
両
で
の
巡
回
を
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、
対
象
が
広
域

と
な
る
可
能
性
も
高
い
た
め
、
県

を
通
し
て
報
道
機
関
へ
周
知
を
依

頼
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
事
前
の
届
出
が
必
要
な
た

き
火
に
芋
煮
会
な
ど
は
含
ま
れ
な

い
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

行
為
が
届
出
の
対
象
と
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
危
険
性
の
あ
る
行
為

を
把
握
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と

し
た
届
出
で
あ
り
、
果
樹
の
剪
定

枝
の
焼
却
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
な
ど
は
届
出
の
対
象
と
な
る
。

予
防
課
長

委
員

予
防
課
長

委
員

予
防
課
長

　
　
　
　
　
　
　
市
内
の

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
、
保
護
者
と
離
れ
た

環
境
下
で
児
童
の
保
育
を

行
う
す
べ
て
の
事
業
所
の

職
員
な
ど
が
対
象
と
な
る
。

　
　
　
条
例
改
正
で
市
長

指
導
監
査
室
長

消

防

林
野
火
災
予
防
の
た
め

に
必
要
な
措
置
を
規
定

委
員

▲全国で相次ぐ林野火災予防へ、ご協力を

はながたベニちゃんの 議会あれこれ教えて！！教えて！！

　議案に賛成か反対かを、会議に出席している議員の多数決で決
めることを「採決」といいます。
　本会議での採決の方法は、
（１）反対する議員がいないと予想される場合に行う「簡易採決」
（２）賛成する人に起立してもらう「起立採決」
（３）賛成・反対の札を入れる「投票」
の３種類があります。
　話し合いを行ったときに、各議員の意見が賛成と反対に分かれ
た場合などには、「起立採決」や「投票」
を行っています。
　山形市議会の「投票」は、電子採決
システムを採用しています。議員が自
分の席で、賛成または反対のボタンを
押して投票し、その結果をディスプレ
イに分かりやすく表示しています。

採決とは話し合いの結果は
どうやって決めているベニ？Q

話し合いの結果は
どうやって決めて
いるベニ？

多数決（採決）で
決めているよ！

▲賛成は白、反対は青で表示
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の
値
上
げ
を
価
格
転
嫁
で
き
な
い

状
況
が
続
い
て
お
り
、
倒
産
・
閉

鎖
も
危
惧
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
改
善
の
た
め
、

医
療
機
関
や
介
護
現
場
で
働
く
す

べ
て
の
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
・

人
員
配
置
増
、
令
和
８
年
度
の
診

療
報
酬
改
定
と
介
護
報
酬
・
障
害

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
報
酬
の
大
幅
な

引
き
上
げ
、
７
年
度
中
の
全
額
公

費
で
の
財
政
支
援
策
の
実
施
や
、

２
年
ご
と
に
な
っ
て
い
る
診
療
報

酬
な
ど
の
改
定
を
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
即
応
で
き
る
制
度
に
改
め

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

産
業
と
の
賃
金
格
差
解
消
の
た
め
、

令
和
６
年
の
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
改
定
で
、
賃
上
げ
に
特
化
し
た

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」や「
新

介
護
加
算
」
な
ど
を
実
施
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
医
療
・
介
護
分

野
の
賃
金
は
依
然
と
し
て
他
産
業

よ
り
も
低
く
、
新
た
な
人
材
確
保

が
困
難
な
上
、
既
存
の
職
員
を
つ

な
ぎ
と
め
る
こ
と
も
で
き
ず
、
人

手
不
足
が
進
ん
で
い
る
実
態
で
あ

る
。

　
物
価
高
騰
が
収
ま
ら
な
い
中
、

医
療
機
関
や
介
護
施
設
な
ど
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
物
品
や
光
熱
費
な
ど

　
１２
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
１
件
で
す
。
関
係
機
関
に

送
付
し
ま
し
た
。

　
政
府
は
医
療
・
介
護
分
野
と
他

意
見
書
（
要
旨
）

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
提
供

体
制
を
守
る
た
め
、
す
べ
て
の
ケ

ア
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
つ
な
げ

る
た
め
の
支
援
と
診
療
報
酬
の
大

幅
な
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書

　１２月定例会で審議された請願は、新たに提出された２件です。陳情
は新たに３件が提出され、１件を審査し、２件を所管する委員会に配
付しました。各委員会での審査結果は以下の通りです。

請願・陳情

件　　　　　　　名 紹介議員 所　管
委員会 結　果提　　　出　　　者

請　
　
　
　
願

第
２
号（
７
）

新　
規

保険薬局も無料低額診療事業の
対象とすることを求める意見書
の提出を求めることについて 佐藤亜希子

髙橋　昭弘 厚　生 継　続
山形県民主医療機関連合会
会長　茂木紹良

第
３
号（
７
）

新　
規

安全・安心の医療・介護提供
体制を守るため、すべてのケ
ア労働者の処遇改善につなげ
るための支援と診療報酬の大
幅な引き上げを求める意見書
の提出について

高橋　公夫
佐藤亜希子
荒井　拓也
小野　　仁

厚　生 採　択

山形県医療労働組合連合会
執行委員長　鶴巻学

陳　
　
　
　
情

第
７
号（
７
）

新　
規

山形市でも携帯電話基地局設
置条例の制定を求めることに
ついて 総　務 継　続
八柳正一

第
８
号（
７
）

新　
規

国民の主食である米の価格を
統制することを求める意見書
の提出について

産業文教 配付のみ社会の歪を鋭く追及
政策提言する世直し集団
「一輪のバラの会」
代表　加藤克助

第
９
号（
７
）

新　
規

臓器移植に関わる不正な臓器
取引や移植目的の渡航等を防
止し、国民が知らずに犯罪に
巻き込まれることを防ぐため
の環境整備等を求める意見書
の提出について

総　務 配付のみ

一般社団法人
中国における臓器移植を考える会
代表　丸山治章

　令和７年１１月６日に新庄市で、県市議会議長会主催の議会報研
修会が開催され、本市議会の広報広聴委員８人が参加しました。
　研修は、昨年に引き続き株式会社会議録センター編集部部長　
議会広報アドバイザーの矢嶋洋美氏を講師に、「議会だよりを「よ
り強力な広報ツール」に！定期診断から見える進化とNextStep
２０２５」の演題で行われました。
　講師から、読みやすさのためには見出しの文字の大きさに統一
感が必要であり、レイアウトの構築には文字数の制限も必要であ
ること、掲載写真のキャプションは名称をそのまま掲載するので
はなく、本文を読みたくなるような表現を用いることなど、実践
的な手法を学ぶことができました。
　今回の研修で学んだことを活かし、「やまがた市議会報みちし
るべ」の作成に努めてまいります。

議会報研修会に参加議会報研修会に参加
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議決議案一覧（１２月定例会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第７７号 令和７年度山形市一般会計補正予算
　内容は２～５ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第７８号
～

議第８１号

令和７年度山形市国民健康保険事業会計補正予算、令和７年度山形市後期高齢者医療事業会計補正予算、�
令和７年度山形市介護保険事業会計補正予算、令和７年度山形市公設地方卸売市場事業会計補正予算
　令和７年度の執行状況に基づく歳入、歳出の見込みの増減や、前年度繰越金の精算、人件費などの
補正予算です。

可決
（全会一致）

議第８２号 工事請負契約の締結について（山形市上野最終処分場第二期整備事業に伴う第二期整備工事） 同意
（全会一致）

議第８３号 「工事請負契約の締結について」の一部変更について（総合スポーツセンターテニスコート等改修工事）
　総合スポーツセンターテニスコート等改修工事の請負金額を変更するものです。

同意
（全会一致）

議第８４号
～

議第８９号
指定管理者の指定について（まんさくの丘、山形市菅沢デイサービスセンター、あたご荘、山形市�
特別養護老人ホーム菅沢荘、山形学園、山形市野草園）

可決
（全会一致）

議第９０号 児童福祉法等の改正に伴う関係条例の整理に関する条例の設定について
　保育所などでの虐待を発見した際の通報義務を規定するものです。

可決
（全会一致）

議第９１号 山形市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正について
　保育所などで実施する健康診断の取り扱いの基準を改正するものです。

可決
（全会一致）

議第９２号
山形市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について
　情報システムの標準化に伴い、個人番号の利用と特定個人情報の庁内連携が可能な事務を追加する
ものです。

可決
（全会一致）

議第９３号 山形市養護老人ホーム条例の一部改正について
　あたご荘の入所定員を変更するものです。

可決
（全会一致）

議第９４号 山形市馬見ケ崎プール条例の一部改正について
　施設の利用状況や物価の高騰などを踏まえて、プールの使用料を改定するものです。

可決
（全会一致）

議第９５号 山形市火災予防条例の一部改正について
　林野火災予防の実効性を高めるために必要な措置などを規定するものです。

可決
（全会一致）

議第９６号 山形市水道給水条例の一部改正について
　災害時などに給水装置の工事が円滑に実施できる体制を整備するものです。

可決
（全会一致）

議第９７号
議第９８号

山形市下水道条例の一部改正について
山形市農業集落排水事業の設置等に関する条例の一部改正について
　災害時などに排水設備の工事が円滑に実施できる体制を整備するものです。

可決
（全会一致）

議第９９号
～

議第１０３号

令和７年度山形市一般会計補正予算、令和７年度山形市国民健康保険事業会計補正予算、令和７年度
山形市後期高齢者医療事業会計補正予算、令和７年度山形市介護保険事業会計補正予算、令和７年度
山形市公設地方卸売市場事業会計補正予算
　人事院勧告と県人事委員会勧告を考慮した給与改定に伴う人件費の補正予算です。

可決
（全会一致）

議第１０４号
議第１０５号

山形市特別職の職員の給与に関する条例及び山形市教育委員会教育長の給与、旅費、勤務時間その他
の勤務条件に関する条例の一部改正について、山形市一般職の職員の給与に関する条例及び山形市一
般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について
　人事院勧告と県人事委員会勧告を考慮し、特別職の職員の期末手当、一般職の職員の給料月額など
を改定するものです。

可決
（全会一致）

議決議案一覧（１２月臨時会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第１０６号 令和７年度山形市一般会計補正予算
　内容は４ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案
第７号

安全・安心の医療・介護提供体制を守るため、すべてのケア労働者の処遇改善につなげるための支援
と診療報酬の大幅な引き上げを求める意見書の提出について
　内容は８ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（全会一致）
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荒あ
ら
井い　
拓た
く
也や
（
未
来
や
ま
が
た
）

　
　
国
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
出
生

届
の
提
出
を
可
能
と
す
る
仕
組
み

を
新
た
に
整
備
し
て
い
る
が
、
本

市
で
の
導
入
に
向
け
た
考
え
は
ど

Q

う
か
。

　
　
国
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
踏
ま

え
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
オ
ン
ラ

イ
ン
で
出
生
届
な
ど
を
提
出
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

A

　
　
よ
り
便
利
で
安
全
な
利
用
環

境
の
整
備
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
施
錠
や
解
錠
が
で
き
る
ス
マ
ー

ト
ロ
ッ
ク
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
へ
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
県
と
共
同
運
営
を
行
っ
て
い

る
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
令
和
８

年
２
月
の
更
新
の
際
に
オ
ン
ラ
イ

ン
予
約
の
導
入
を
予
定
し
て
お
り
、

ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
機
能
も
活
用

で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い

る
。
今
後
、
利
用
団
体
な
ど
へ
操

作
方
法
を
説
明
し
、
円
滑
な
運
用

に
努
め
て
い
く
。

　
　
社
会
情
勢
の
変
化
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
伴
う
移
動

需
要
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、地

域
主
体
で
運
行
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
輸
送
を
促
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
地
域
の
交
通
を
維
持
す
る
た

め
の
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
考
え

る
た
め
、
地
域
公
共
交
通
計
画
の

見
直
し
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
保
育
現
場
を
守
る
た
め
、「
保

育
施
設
等
に
お
け
る
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る
基

本
方
針
」を
策
定
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
保
育
施
設
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
現
状
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

他
自
治
体
の
取
り
組
み
な
ど
を
調

査
研
究
し
て
い
く
。

QA

QA

QA

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　
議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
対
し
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
１２
月
定
例
会
で
は
、
１２
月

２
日
と
３
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

　令和７年１２月定例会の一般質
問の模様は、「山形市議会イン
ターネット議会中継」サイトに
て配信中です。
　インターネット配信では、各
議員の一般質問の内容全てをご
覧いただくことができます。
　また、生中継での配信も行っ
ておりますので、次回の令和８
年３月定例会開催
時には、ぜひご活
用ください。

で 検索山形市議会　中継

一般質問をインターネットで簡単視聴！

実
情
と
時
代
に
即
し
た

市
政
運
営
を

▲山形市議会
　中継
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長は

谷せ

川が
わ
幸こ
う
司じ
（
新

翔

会
）

　
　
小
中
一
貫
教
育
は
中
１
ギ
ャッ

プ
の
解
消
や
ス
ム
ー
ズ
な
進
級
、

異
年
齢
交
流
の
促
進
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
多
く
、
不
登
校
児
童
・

生
徒
の
減
少
も
期
待
さ
れ
る
た
め
、

本
市
で
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
各
学
校
や
地
域
の
状
況
、
児

童
・
生
徒
へ
の
教
育
的
効
果
な
ど

を
十
分
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
他

市
町
村
で
の
先
進
事
例
を
注
視
し

な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
　
部
活
動
の
地
域
展
開
で
は
、

平
日
は
学
校
部
活
動
、
休
日
は
地

域
の
総※
３
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
活
動
す
る
こ
と
と
し
て
、
市

内
３０
地
区
に
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

QAQ

　
　
子
ど
も
が
通
う
保
育
園
で
父

親
が
保
育
士
の
補
助
な
ど
を
行
う
、

さ
い
た
ま
市
の
「
１
日
保
育
士
・

幼
稚
園
教
諭
等
体
験
」を
参
考
に
、

家
庭
と
保
育
現
場
が
協
力
し
て
子

ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
仕
組
み
づ

く
り
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
他
自
治
体
を
参
考
に
、
保
護

者
が
園
と
協
力
し
て
子
ど
も
の
育

ち
を
支
え
る
施
策
が
充
実
す
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
教
員
不
足
や
長
時
間
勤
務
が

深
刻
化
す
る
中
、
文
部
科
学
省
の

諮
問
機
関
で
あ
る
中
央
教
育
審
議

会
で
は
「
学※
１
校
と
教
師
の
業
務
の

３
分
類
」
を
提
言
し
て
い
る
が
、

学
校
現
場
や
地
域
、
保
護
者
へ
ど

の
よ
う
に
周
知
し
て
い
く
の
か
。

　
　
保
護
者
や
地
域
へ
協
力
を
呼

び
掛
け
る
広
報
資
料
を
国
が
作
成

し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
周
知
と
理

解
促
進
に
努
め
て
い
く
。

　
　
人
気
が
高
く
早
期
に
受
付
終

了
と
な
っ
て
い
る
建
築
物
遮
熱
・

断
熱
対
策
事
業
費
補
助
金
の
予
算

を
増
額
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
補
助
事
業
を
活
用
し
た
人
か

ら
、
温
度
環
境
の
改
善
や
光
熱
費

の
低
減
な
ど
の
効
果
を
実
感
す
る

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、

よ
り
多
く
の
市
民
に
活
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
支
援
の
拡
充
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　
地
域
で
の
見
守
り
力
の
強
化

の
た
め
、
町
内
会
や
自
治
会
が
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
際
の
支
援

制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
７
年
７
月
に
市
防
犯
協
会
各

支
部
へ
設
置
支
援
の
要
望
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
複
数
の
支
部
か

ら
支
援
を
希
望
す
る
と
の
回
答
が

あ
っ
た
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
へ
の
支
援
制
度
の
検
討
を
進
め

て
い
る
。

QA

QA

QA

QA

ツ
ク
ラ
ブ
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
地
域
や
各
部
活
動
の
実
態
に

合
っ
た
形
で
の
休
日
の
部
活
動
の

地
域
展
開
を
推
進
し
て
い
く
。
ま

た
、
人
的
体
制
の
確
保
や
財
源
な

ど
の
課
題
は
あ
る
が
、
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
新
規
創
設

や
育
成
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
市
立
商
業
高
等
学
校
で
、
市

内
入
学
者
枠
の
創
設
や
市
民
へ
の

授
業
料
の
優
遇
な
ど
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

　
　
競
争
倍
率
の
低
下
や
市
外
受

験
生
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と

が
課
題
で
あ
り
、
県
内
で
減
少
傾

向
に
あ
る
「
商
業
高
校
」
と
し
て

の
役
割
も
意
識
し
な
が
ら
検
討
を

行
う
と
と
も
に
、
研
究
を
深
め
て

い
く
。

　
　
令
和
１２
年
度
に
撤
去
期
限
を

迎
え
る
県
体
育
館
・
武
道
館
の
代

替
施
設
を
、
本
市
が
先
行
し
て
整

備
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
屋
内

ス
ケ
ー
ト
施
設
で
は
な
く
、
屋
外

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
整
備
を
県
に

要
望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
県
と
令
和
６
年
１０
月
に
交
わ

し
た
合
意
書
に
基
づ
き
、
専
門
の

事
業
者
に
委
託
し
た
上
で
、
施
設

の
機
能
や
規
模
、
配
置
な
ど
の
検

討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
６
年
３
月
に
廃
止
さ
れ
た
ソ

フ
ト
麺
給
食
の
復
活
に
向
け
て
、

代
替
と
な
る
麺
の
提
供
を
試
験
的

に
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
製
麺
事
業
者
と
協
議
し
て
い

る
が
、
製
造
や
配
送
、
コ
ス
ト
な

ど
に
課
題
が
あ
り
、
今
後
も
情
報

収
集
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応
な

ど
の
た
め
、
山
形
空
港
の
滑
走
路

の
延
長
を
県
や
国
へ
強
く
要
望
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
本
市
は
山
形
空
港
機
能
強
化

検
討
会
議
の
構
成
員
と
な
っ
て
お

り
、
実
現
に
向
け
た
議
論
を
深
め

て
い
く
と
と
も
に
、
国
な
ど
に
も

機
会
を
捉
え
て
要
望
し
て
い
く
。

　
　
ス
マ
ー
ト
農
業
で
人
手
不
足

の
解
消
や
生
産
性
の
向
上
を
図
り
、

儲
か
る
農
業
と
新
規
就
農
の
促
進

を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
農
業
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
現
在
策
定
中
の
第
７
次
山
形

市
農
業
振
興
基
本
計
画
で
、
あ
ら

ゆ
る
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
で
あ
る
ど
ん

ど
ん
焼
き
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
官
民

一
体
で
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
関
係
者
と
意
見
交
換
し
な
が

ら
、
山
形
の
ど
ん
ど
ん
焼
き
の
定

義
付
け
や
商
標
登
録
な
ど
を
研
究

し
て
い
く
。

AQAQ

AQAQ

AQAQA

小※
２

中
一
貫
教
育
導
入
に
向
け
た

前
向
き
な
議
論
を
！

※１　学校と教師の業務の３分類…‌�教師が、教師でなければできない業務に専念できるように、学校や教師の業務を「学校以外が担うべき業務」「教師以外が積
極的に参画すべき業務」「教師の業務だが負担軽減を促進すべき業務」に分類整理したもの。

※２　小中一貫教育…‌�小学校・中学校が目指す子ども像を共有し、９年間を通じて教育課程を編成する制度。小学校・中学校が組織上独立している「小中一貫型
小学校・中学校」や一つの組織である「義務教育学校」がある。

※３　総合型地域スポーツクラブ…さまざまなスポーツを子どもから高齢者までの多世代が楽しめる、地域住民が主体となって運営するスポーツクラブ。

▲義務教育学校での中学１年生は「７年生」

▲保育現場の体験で育児への理解促進を
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中な
か
野の　
信し
ん
吾ご
（
新

翔

会
）

佐さ

藤と
う　

清き
よ
徳の
り

（
新

翔

会
）

　
　
旧
大
沼
周
辺
の
再
開
発
や
済

生
館
の
整
備
、
粋
七
エ
リ
ア
整
備

事
業
な
ど
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
と
に
ぎ
わ
い
創
出
が
図
ら
れ
る

Q

中
で
、
ア
ク
セ
ス
の
改
善
と
利
便

性
向
上
の
た
め
、
旧
大
沼
前
交
差

点
東
側
の
一
方
通
行
を
対
面
通
行

と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
旧
大
沼
周
辺
の
再
開
発
や
粋

A
　
　
こ
れ
ま
で
も
要
望
し
て
き
た

本
市
と
仙
台
市
を
直
接
結
ぶ
国
道

４８
号
の
高
規
格
道
路
で
の
バ
イ
パ

ス
整
備
を
、
今
こ
そ
国
や
県
に
強

く
訴
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
県
議
会
で
、「
調
査
検
討
の

早
期
着
手
を
政
府
に
働
き
か
け
て

い
く
」
と
の
バ
イ
パ
ス
整
備
に
向

け
た
発
言
が
あ
り
、
今
後
の
進
展

を
大
き
く
後
押
し
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
市
も
引
き
続
き

国
や
県
へ
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
　
山
形
市
樹
園
地
継
承
マ
ッ
チ

ン
グ
支
援
事
業
が
よ
り
効
果
的
な

も
の
に
な
る
よ
う
に
、
市
内
の
果

樹
農
家
へ
調
査
を
行
い
、
デ
ー
タ

QAQ

七
エ
リ
ア
整
備
事
業
の
進
展
に
合

わ
せ
て
、
対
面
通
行
の
必
要
性
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　
十
日
町
周
辺
の
活
性
化
の
た

め
、
十
日
町
角
の
閉
鎖
さ
れ
た
ホ

テ
ル
と
第
二
公
園
を
含
め
た
エ
リ

ア
の
再
開
発
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
地
権
者
な
ど
か
ら
の
事
業
費

負
担
が
必
要
で
あ
り
、
開
発
意
欲

の
醸
成
が
重
要
と
な
る
た
め
、
関

係
者
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
山
形
テ
ル
サ
内
の
旧
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ジ
ム
の
今
後
の
活
用
策
は

ど
う
か
。

　
　
タ
イ
の
国
技
で
あ
る
ム
エ
タ

イ
の
団
体
か
ら
、
健
康
づ
く
り
や

タ
イ
と
の
文
化
交
流
の
場
と
し
て

活
用
し
た
い
と
の
提
案
を
受
け
て

お
り
、
実
現
に
向
け
た
調
整
を
進

め
て
い
る
。

　
　
ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
の

「
２
０
２
６
年
に
行
く
べ
き
世
界

の
旅
行
先
２５
選
」
に
山
形
県
が
選

ば
れ
た
こ
と
か
ら
、
山
形
駅
構
内

と
御
殿
堰
周
辺
で
観
光
案
内
機
能

を
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
多
言
語
化
へ
の
対
応
と
し
て
、

Ａ
Ｉ
や
二
次
元
コ
ー
ド
を
活
用
し

た
案
内
の
導
入
や
、
街
な
か
で
の

移
動
式
観
光
案
内
所
の
活
用
な
ど
、

最
適
な
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

QA

QA

QA

ベ
ー
ス
に
掲
載
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
果
樹
農
家
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
を
行
い
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

へ
の
掲
載
件
数
を
増
や
す
と
と
も

に
、
第
三
者
継
承
を
希
望
す
る
農

家
に
新
規
就
農
者
へ
の
指
導
を
依

頼
す
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
宿
泊
税
の
徴
収
方
式
を
定
率

制
で
税
率
３
％
と
す
る
場
合
の
税

収
見
込
額
と
使
途
は
ど
う
か
。

　
　
年
間
宿
泊
者
数
な
ど
に
基
づ

く
試
算
は
約
１
億
７
４
３
０
万
円

と
な
り
、「
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
観
光
振
興
」、「
観
光
地
の

魅
力
と
利
便
性
向
上
に
向
け
た
基

盤
整
備
」
な
ど
の
観
光
施
策
へ
の

活
用
を
考
え
て
い
る
。

　
　
楯
山
地
区
で
の
ゾ※

ー
ン
３０
プ

ラ
ス
の
導
入
の
効
果
と
、
事
業
の

効
果
を
踏
ま
え
た
他
地
区
で
の
導

入
に
向
け
た
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
狭
さ
く
な
ど
の
構
造
物
で
物

理
的
な
速
度
低
下
を
促
し
、
通
過

交
通
量
を
抑
制
す
る
こ
と
が
事
故

防
止
に
つ
な
が
る
た
め
、
事
業
化

を
進
め
て
い
る
地
区
で
の
整
備
効

果
を
検
証
し
な
が
ら
、
他
地
区
へ

の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
タ

ク
シ
ー
券
交
付
事
業
は
１
回
限
り

の
支
援
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在

は
バ
ス
定
期
券
を
補
助
対
象
と
し

て
い
る
高
齢
者
外
出
支
援
事
業
に

タ
ク
シ
ー
券
を
加
え
、
自
己
負
担

分
を
支
払
え
ば
２
回
目
以
降
も
タ

ク
シ
ー
券
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る

制
度
に
変
更
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
高
齢
者
福
祉
と
公
共
交
通
施

策
の
双
方
で
実
施
し
て
い
る
タ
ク

シ
ー
を
活
用
し
た
モ
デ
ル
事
業
の

成
果
を
踏
ま
え
て
、
他
地
域
へ
の

拡
大
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
公
共
交
通
計
画
の
見
直
し
の

中
で
、
地
域
の
実
情
や
市
民
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
効
果
的
な
外
出
支
援

の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
山
寺
地
区
内
の
市
有
施
設
を

避
難
所
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う

に
、
土
砂
災
害
対
策
工
事
の
優
先

的
な
実
施
を
県
に
要
望
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
事
業
実
施
に
は
地
権
者
の
同

意
が
必
要
で
あ
り
、
地
元
と
相
談

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
適

切
な
処
分
の
た
め
、
分
か
り
や
す

い
周
知
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
よ
り
分
か
り
や
す
い
チ
ラ
シ

な
ど
を
作
成
し
、
分
別
方
法
の
浸

透
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
回
収

ボ
ッ
ク
ス
の
利
用
促
進
の
ほ
か
、

事
故
防
止
に
向
け
た
周
知
啓
発
を

一
層
強
化
し
て
い
く
。

AQAQ

AQA

QAQA

今
こ
そ
山
形
市
と
仙
台
市
を

直
接
結
ぶ
バ
イ
パ
ス
整
備
を
！

旧
大
沼
交
差
点
東
側
の
道
路
の

対
面
通
行
化
で
利
便
性
向
上
！

▲山形市と仙台市の直線距離は
　約４６キロメートル（図の赤線）

※　ゾーン３０プラス…‌�人優先の安全・安心な通行空間を生活道路上に整備するため、最高速度３０キロメートル毎時の区域規制「ゾーン３０」に加え
て、路面をなめらかに盛り上げる「ハンプ」や車の通行部分を局所的に狭くする「狭さく」などの物理的デバイスを組み合
わせることで、交通安全の向上を図ろうとする区域。 12
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松ま
つ
田だ　
孝た
か
男お
（
山
形
市
議
会
公
明
党
）

　
　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
や
携
帯
電
話
、

手
帳
な
ど
の
身
近
な
持
ち
物
に

貼
っ
て
使
用
で
き
る
ヘ
ル
プ
シ
ー

ル
を
活
用
し
て
支
援
の
輪
を
広
げ

る
こ
と
で
、
思
い
や
り
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
や

活
用
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
調

査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
視
覚
障
が
い
者
が
安
全
に
歩

け
る
よ
う
に
、
景
観
へ
の
配
慮
と

併
せ
て
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
明
確
な

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
更
新
を
進
め

て
は
ど
う
か
。

　
　
視
覚
障
が
い
者
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
安
全
な
歩
行
空
間
の

QAQA

　
　
西
部
工
業
団
地
公
園
内
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
専
用
球
場
な
ど
の
建

設
の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

日
本
リ
ー
グ
公
式
戦
の
開
催
や
大

学
チ
ー
ム
の
合
宿
の
誘
致
な
ど
に

積
極
的
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
９
年
度
中
の
供
用
開
始

に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
お
り
、

関
係
団
体
な
ど
と
の
連
携
を
さ
ら

に
深
め
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が

る
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
県
と
市
が
共
同
で
検
討
を

行
っ
て
い
る
新
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

規
模
が
現
在
の
県
体
育
館
・
武
道

館
と
同
規
模
と
な
る
よ
う
に
、
市

が
整
備
す
る
施
設
の
規
模
の
拡
大

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
面
積
は
現
在
と
ほ
ぼ
同
等
と

な
る
予
定
だ
が
、
両
施
設
が
お
互

い
を
補
完
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
相
乗
効
果
を
発
揮
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
本
市
の
在
住
外
国
人
数
は
増

加
し
続
け
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
県
が
実
施
す
る
地
域
日
本

語
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務

を
本
市
国
際
交
流
協
会
が
受
託
し

て
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
村
山
地
区
で
は
、
以
前
か
ら

市
・
県
双
方
の
国
際
交
流
協
会
が

事
業
を
分
担
し
て
い
る
経
過
が
あ

り
、
県
に
実
施
主
体
な
ど
の
整
理

を
行
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
た

め
、
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
今
後
、
人
手
不
足
が
進
み
、

在
住
外
国
人
労
働
者
が
さ
ら
に
増

加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

労
働
者
が
通
い
や
す
い
平
日
夜
間

や
週
末
の
日
本
語
教
室
の
開
催
を

拡
充
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
在
進
め
て
い
る
在
住
外
国

人
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え

て
制
度
拡
充
を
検
討
し
て
い
く
。

QA

QA

QA

QA

確
保
に
努
め
て
い
く
。

　
　
誰
も
が
安
心
で
き
る
や
さ
し

い
ま
ち
の
実
現
の
た
め
、
主
要
な

交
差
点
へ
の
音
響
式
信
号
機
の
設

置
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
県
警
察
本
部
な
ど
へ
強
く
要

望
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
箇
所

に
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
、
関
係
機

関
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　
学
校
体
育
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

化
は
、
環
境
へ
の
配
慮
や
維
持
管

理
の
面
か
ら
重
要
課
題
で
あ
り
、

早
期
の
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
蛍
光
灯
は
令
和
１０
年
か
ら
製

造
や
輸
出
入
が
禁
止
さ
れ
る
た
め
、

早
期
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
く
。

　
　
学
校
体
育
館
は
子
ど
も
た
ち

の
学
習
・
生
活
の
重
要
な
場
で
あ

る
と
同
時
に
、
災
害
時
に
は
住
民

の
命
を
守
る
避
難
所
と
な
る
た
め
、

空
調
設
備
の
早
急
な
整
備
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　
国
の
空
調
設
備
整
備
臨
時
特

例
交
付
金
を
活
用
し
、
令
和
６
年

度
か
ら
１５
年
度
ま
で
に
、
予
算
の

平
準
化
を
図
り
な
が
ら
、
全
小
・

中
学
校
の
整
備
を
完
了
で
き
る
よ

う
に
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

　
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
率
向
上
に
向
け
て
、
個
別
通
知

を
継
続
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

男
性
へ
の
接
種
促
進
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
個
別
通
知
は
継
続
し
、
男
性

へ
の
接
種
費
用
の
助
成
や
周
知
・

啓
発
な
ど
は
、
他
自
治
体
を
参
考

に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
日
本
人
女
性
で
最
も
罹
患
数

の
多
い
が
ん
は
乳
が
ん
で
あ
る
が
、

無
料
ク
ー
ポ
ン
で
の
検
診
受
診
率

は
１３
・
６
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

早
期
発
見
と
受
診
率
の
向
上
に
向

け
た
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
女
性
向
け
イ
ベ
ン
ト
や
関
係

団
体
と
の
連
携
を
通
じ
て
丁
寧
な

周
知
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
託

児
付
き
検
診
の
導
入
や
利
用
し
や

す
い
時
間
帯
の
設
定
な
ど
、
受
診

環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

　
　
市
産
材
利
用
店
舗
等
内
装
木

質
化
支
援
事
業
は
、
対
象
が
景
観

重
点
地
区
や
中
心
市
街
地
の
店
舗

な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
木
の

温
も
り
を
感
じ
る
店
舗
が
増
え
る

こ
と
は
市
全
体
の
景
観
向
上
な
ど

に
つ
な
が
る
た
め
、
補
助
対
象
を

見
直
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
産
材
べ
に
う
っ
ど
の
利
用

拡
大
と
市
全
体
の
景
観
向
上
を
図

る
た
め
、
補
助
対
象
の
見
直
し
を

検
討
し
て
い
く
。

QAQAQ

AQAQ

AQA

思
い
や
り
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
！

▲警察署などと協議して対面通行の実現を

▲東京都墨田区の事例を参考に支援の輪の拡大を
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武た
け
田だ　
　
聡さ
と
し　（

緑

政

会
）

小お

野の　
　
仁ひ
と
し　（

緑

政

会
）

　
　
地
方
財
政
へ
の
負
の
影
響
も

懸
念
さ
れ
る
令
和
７
年
度
税
制
改

正
へ
の
対
応
策
は
ど
う
か
。

　
　
地
方
の
減
収
に
対
し
て
代
替

QA

と
な
る
恒
久
財
源
の
措
置
な
ど
を

引
き
続
き
国
へ
強
く
要
望
し
な
が

ら
、
安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
と
将
来
に
向
け
た
施
策
の
展

開
に
努
め
て
い
く
。

　
　
部
活
動
地
域
展
開
で
は
、
保

護
者
や
指
導
者
の
負
担
軽
減
策
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。ま
た
、生
徒
が
努
力
の
成
果
を

発
表
で
き
る
大
会
な
ど
の
場
を
維

持
す
る
た
め
、
各
団
体
と
の
連
携

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
学
校
施
設
を
最
大
限
活
用
し
、

活
動
場
所
の
確
保
や
移
動
負
担
の

軽
減
な
ど
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

経
費
負
担
へ
の
支
援
策
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
国
や
県
、
中
体
連

組
織
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
、
発

表
の
場
や
持
続
可
能
な
大
会
の
持

ち
方
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　
県
と
市
が
共
同
で
進
め
て
い

QAQ

　
　
今
後
大
き
な
工
事
な
ど
が
控

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
入
札
契
約

の
公
正
性
や
透
明
性
の
監
視
、
苦

情
の
適
切
な
処
理
の
た
め
、
第
三

者
機
関
で
あ
る
入
札
監
視
委
員
会

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
入
札
手
続
き
の
さ
ら
な
る
公

正
性
の
確
保
や
透
明
性
の
向
上
に

向
け
て
、
他
市
の
状
況
な
ど
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
適
切
な
方
策
を

調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
持
続
可
能
な
農
業
の
振
興
を

目
的
に
山
形
中
央
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
付
近
へ
整
備
予
定
の
、
新
た

な
道
の
駅
の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
国
道
１
１
２
号
山
形
南
道
路

の
新
規
事
業
化
の
決
定
に
伴
い
、

周
辺
で
の
交
通
量
の
増
加
や
、
新

た
な
土
地
の
活
用
な
ど
が
生
ま
れ

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
山

形
南
道
路
の
進
展
や
周
辺
状
況
の

変
化
を
注
視
し
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
市
民
の
主
体
的
な
文
化
芸
術

活
動
を
促
進
し
、
学
び
を
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し

て「
生
涯
学
習
都
市
宣
言
」を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　
学
習
成
果
を
活
か
す
こ
と
が

で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
に

向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
な
が
ら
、
文
化
創
造
都
市
の

推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
引
き

続
き
行
っ
て
い
く
。

QA

QA

QA

る
新
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
は

徐
々
に
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て

お
り
、
一
旦
立
ち
止
ま
っ
て
整
理

す
る
必
要
が
あ
る
。
体
育
館
・
武

道
館
、屋
内
５０
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
、

４
０
０
メ
ー
ト
ル
屋
外
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
の
３
施
設
を
、
県
と
市
が

共
同
で
整
備
す
る
案
も
並
行
し
て

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
県
が
担
当
す
る
ス
ケ
ー
ト
場

と
の
切
替
え
が
可
能
な
ア
リ
ー
ナ

を
主
競
技
場
と
し
、
市
が
小
競
技

場
・
武
道
場
と
同
等
の
施
設
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
県
体
育

館
・
武
道
館
の
代
替
を
一
定
程
度

実
現
で
き
る
と
考
え
て
お
り
、
そ

の
ほ
か
の
施
設
は
、
県
全
体
の
問

題
と
し
て
協
議
を
続
け
て
い
く
。

　
　
人
工
雲
海
な
ど
の
効
果
的
な

演
出
を
導
入
し
、
視
覚
的
な
イ
ン

パ
ク
ト
と
体
験
価
値
を
創
出
す
る

こ
と
で
、
霞
城
公
園
ブ
ラ
ン
ド
の

外
部
認
知
を
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
霞
城
公
園
の
さ
ら
な
る
魅
力

向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
認
知
強
化
を
図

る
た
め
、
公
園
整
備
事
業
と
併
せ

て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
　
大
規
模
太
陽
光
発
電
の
無
秩

序
な
開
発
を
抑
制
す
る
た
め
の
条

例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
地
域
特
性
や
他
自
治
体
の
取

り
組
み
状
況
を
踏
ま
え
、
適
切
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
進
め
る
観
点

か
ら
、
基
準
な
ど
の
必
要
性
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　
山
形
北
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地

へ
の
企
業
進
出
数
と
そ
の
内
訳
は

ど
う
か
。
ま
た
、
成
果
と
課
題
、

雇
用
や
税
収
な
ど
の
波
及
効
果
と

今
後
の
展
望
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
７
年
１１
月
末
時
点
で
、

市
内
企
業
８
社
、
市
外
企
業
１
社

の
計
９
社
の
立
地
が
決
定
し
て
お

り
、
総
投
資
額
１
７
０
億
円
超
、

新
規
地
元
雇
用
約
２
０
０
人
、
売

上
高
増
加
額
約
２
０
０
億
円
を
目

指
す
計
画
で
あ
る
。
波
及
効
果
は

年
間
約
１
５
０
億
円
で
、
市
税
収

入
の
増
加
に
も
大
き
く
貢
献
す
る

も
の
で
あ
る
。
今
後
は
、
民
間
事

業
者
主
体
の
開
発
を
官
民
連
携
で

推
進
し
な
が
ら
、
新
た
な
産
業
団

地
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
第
七
小
学
校
周
辺
で
の
ゾ
ー

ン
３０
プ
ラ
ス
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
か
。
ま
た
、
他
地
域
へ

の
普
及
に
向
け
た
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
７
年
度
に
地
域
や
関
係

機
関
と
の
調
整
、
８
年
度
に
地
域

と
の
合
意
形
成
と
整
備
計
画
策
定
、

９
年
度
に
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

他
地
区
へ
の
導
入
は
、
整
備
効
果

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
地
域
や

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

AQ

AQAQA

QA

各
種
課
題
解
決
へ

関
所
を
越
え
て
取
り
組
め
！

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

社
会
を
目
指
し
て

▲早期整備が求められる屋内５０メートルプール
　（写真はパーソルアクアパーク宮崎）
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阿あ

曽そ　
　
隆た
か
し　（

無
会
派
）

　
　
義
務
教
育
に
必
要
と
な
る
費

用
は
給
食
費
や
教
材
費
な
ど
も
完

全
に
無
償
化
さ
れ
る
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
経
済
的
理

由
で
修
学
旅
行
に
参
加
で
き
な
い

児
童
・
生
徒
が
出
な
い
よ
う
に
、

修
学
旅
行
費
の
無
償
化
に
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
支
援
が
必
要
な
世
帯
へ
、
就

学
援
助
制
度
で
学
用
品
や
校
外
学

習
費
の
支
給
な
ど
の
経
済
的
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
修
学
旅
行
へ
の

参
加
に
経
済
的
支
援
を
必
要
と
す

る
世
帯
に
も
、
就
学
援
助
制
度
の

中
で
費
用
の
一
部
を
支
給
し
て
い

る
。
ま
た
、
現
在
、
国
で
給
食
費

の
無
償
化
に
向
け
た
制
度
設
計
を

QA

　
　
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
講

座
の
実
施
な
ど
、
女
性
の
視
点
を

地
域
防
災
活
動
に
活
か
す
こ
と
で

安
全
安
心
な
避
難
所
運
営
を
目
指

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
７
年
度
か
ら
、
山
形
県
防
災

士
養
成
研
修
講
座
の
受
講
料
に
対

す
る
補
助
制
度
に
女
性
枠
を
設
け

て
周
知
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、
市

避
難
所
運
営
委
員
へ
の
女
性
の
参

画
を
各
地
域
へ
促
し
て
お
り
、
女

性
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
安
全
安

心
な
避
難
所
の
運
営
づ
く
り
に
努

め
て
い
く
。

　
　
令
和
８
年
７
月
か
ら
障
が
い

者
法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ
と
な

る
が
、
周
知
や
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
市
が
行
う
こ
と
で
、
企
業
の
障

が
い
者
雇
用
率
の
達
成
を
促
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
障
が
い
者
の
一
般
就
労
へ
の

移
行
と
定
着
を
図
る
た
め
の
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
７
年
４
月
か

ら
は
、
勤
務
時
間
中
や
通
勤
時
に

必
要
な
支
援
を
行
う
重
度
障
が
い

者
等
就
労
支
援
特
別
事
業
も
開
始

し
て
い
る
。
今
後
も
、
助
成
金
制

度
の
周
知
な
ど
企
業
が
障
が
い
者

雇
用
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　
市
有
施
設
に
ナ※
１
ビ
レ
ン
ス
や

コ※
２
ー
ド
化
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
新
た

な
移
動
支
援
ツ
ー
ル
の
設
置
を
進

め
、
視
覚
障
が
い
者
が
安
心
し
て

外
出
で
き
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ま

ち
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
ナ
ビ
レ
ン
ス
の
設
置
拡
充
と

周
知
を
進
め
な
が
ら
、
そ
の
ほ
か

の
支
援
ツ
ー
ル
の
効
果
も
調
査
し
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ま
ち
づ
く
り
を

研
究
し
て
い
く
。

QA

QA

Q

A

行
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
動
き
を

注
視
し
て
い
る
。
限
り
あ
る
財
源

の
中
で
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
必
要

な
支
援
を
行
う
と
い
う
考
え
方
に

立
ち
、
必
要
と
す
る
人
へ
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
く
教
育
行
政

に
努
め
て
い
く
。

　
　
就
学
援
助
対
象
者
へ
の
修
学

旅
行
費
の
支
給
上
限
を
撤
廃
し
、

実
費
を
支
給
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
国
の
要
保
護
児
童
生
徒
援
助

費
補
助
金
の
単
価
を
基
に
上
限
額

を
設
け
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ

適
正
な
範
囲
に
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
国
の
単
価
を
基
準
に
、

経
済
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
適
切

な
金
額
の
設
定
に
努
め
て
い
く
。

　
　
エ
ア
コ
ン
は
生
活
必
需
品
で

あ
る
た
め
、
生
活
保
護
受
給
世
帯

と
非
課
税
世
帯
を
対
象
に
、
エ
ア

コ
ン
の
設
置
費
や
電
気
代
へ
の
補

助
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
生
活
保
護
制
度
で
は
、
平
成

３０
年
度
か
ら
熱
中
症
予
防
の
た
め

に
エ
ア
コ
ン
が
特
に
必
要
と
認
め

ら
れ
る
受
給
世
帯
へ
エ
ア
コ
ン
の

購
入
費
用
を
支
給
し
て
い
る
。
生

活
保
護
の
新
規
申
請
時
や
転
居
後

の
実
地
調
査
の
際
に
エ
ア
コ
ン
の

有
無
と
使
用
状
況
な
ど
を
確
認
し
、

エ
ア
コ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
受
給

世
帯
に
は
設
置
を
勧
め
て
い
る
。

ま
た
、
非
課
税
世
帯
を
含
め
た
生

活
困
窮
者
に
は
、
山
形
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
生
活
福
祉
資
金
貸
付

制
度
の
利
用
を
案
内
し
て
お
り
、

引
き
続
き
国
の
施
策
や
制
度
な
ど

を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
増
大
す
る
福
祉
需
要
へ
の
対

応
の
た
め
、
市
役
所
分
館
を
設
置

し
て
福
祉
事
務
所
の
業
務
を
移
転

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
時
点
で
は
分
館
を
設
置
し

て
業
務
を
移
す
な
ど
の
計
画
は
な

い
が
、
福
祉
需
要
が
増
加
す
る
場

合
な
ど
に
は
随
時
検
討
し
て
い
く
。

　
　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
安

心
を
確
保
す
る
た
め
、
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
事
業
の
対
象
者
を
拡
大

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
民
の
ニ
ー
ズ
や
関
係
機
関

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
制
度
の

周
知
を
強
化
し
、
効
果
的
な
事
業

に
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
紙
お
む
つ
支
給
事
業
の
対
象

要
件
を
緩
和
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
介
護
認
定
調
査
の
状
況
の
ほ

か
、
必
要
に
応
じ
て
医
師
や
担
当

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
へ
の
聞
き

取
り
で
状
況
確
認
を
行
い
、
支
給

決
定
の
判
断
を
し
て
い
る
。
今
後

も
分
か
り
や
す
い
周
知
に
努
め
な

が
ら
、
必
要
な
人
に
利
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

QAQ

AQA

QAQA

だ
れ
も
が
安
心
の
教
育
を

修
学
旅
行
は
無
償
に

▲ボタンひとつで緊急通報

▲２つ目の道の駅整備に向けた具体的検討を
※１　ナビレンス…二次元コードを専用無料アプリで読み取ることで、対象までの直線的な距離や方向を音声案内してくれる移動支援ツール。
※２　コード化点字ブロック…‌�黒色の丸印や三角といったマークが貼り付けられた点字ブロックを専用無料アプリで読み取ることで、周辺の必要

な情報を音声案内してくれる移動支援ツール。15
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皆
さ
ま
、
新
年
を
い
か
が
お
迎

え
で
し
ょ
う
か
。
令
和
７
年
は
、

米
価
の
高
騰
や
熊
の
頻
出
な
ど
、

例
年
に
な
い
事
案
が
多
発
し
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、広
報
広
聴
委
員
会
で
は
、

分
か
り
や
す
い
広
報
と
広
聴
機
能

の
拡
充
を
考
え
て
活
動
し
て
き
ま

し
た
。
８
年
１
月
に
開
催
し
た
議

会
報
告
会
で
は
、
新
た
に
市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
て
周
知
し
た

こ
と
や
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
申
込
フ
ォ
ー
ム
を
設
け
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
令
和
６
年
度
と
比
較

し
て
約
２
倍
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
広
報
広
聴

委
員
と
山
形
大
学
生
と
の
意
見
交

換
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
研
修
・

研
鑽
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
と
っ
て
良
き
年
に
な

る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

�

広
報
広
聴
委
員　
小
野　
　
仁

編
集
後
記

スマホで視聴できます

で 検索山形市議会　中継

　スマートフォン・タ
ブレットなどで本会議
や予算委員会などの模
様（生中継・録画）が
視聴できます。
　お気軽にご活用くだ
さい。

▲山形市議会
　中継

　日程は変更になる場合があります。
詳しくは議会事務局までお問い合わせ
ください。
　なお、３月定例会で審査される請願・
陳情の締め切りは、２月２０日（金）です。

☎０２３（６４２）８４０４

２月２６日（木）
　　～３月２４日（火）

３月定例会の日程
（予定）

小さなお子さん連れの方のため小さなお子さん連れの方のため
に、「議会開催中の保育室」をに、「議会開催中の保育室」を
準備しています。準備しています。
　議会開催中は、議会棟内の
一室を保育室として開放して
います。
　議会事務局へ事前に申し込
みいただき、ご利用ください。
　保育する人の手配や必要な
用品のご準備をお願いいたし
ます。

傍聴や保育室利用などの詳細やご不明な点は、
議会事務局へお問い合わせください。

☎０２３（６４２）８４０４

■議会ってどこから入るの？
　市役所の正面入口に向かって左側に「山形市議会」と書かれた入口が
あります。ここからお入りください。

■どうやって傍聴するの？
　受付で氏名や住所などをご記入いただき、傍聴となります。
　受付場所は２種類あります。

　①「本会議」や「一般質問」を
　　 傍聴する場合
　　　 →　エレベーターで４階へ
　　　 　　お越しください。

　②「常任委員会」などの各委員会を
　　 傍聴する場合
　　　 →　エレベーターで３階へ
　　　 　　お越しください。

傍聴受付は簡単です！お気軽にお越しください

▲市役所正面入口の左側が市議会入口です

▲市議会入口から入り、右手にある
　エレベーターをご利用ください

▲本会議場の傍聴席は６１席、
　車椅子席は２席あります
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